
2020年肝細胞癌ステージ別症例数（当センターで初回治療開始のみ）

ステージ Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期 Ⅳ期 不明 計

14 16 10 2 1 43

肝癌取り扱い規約（第6版）術後病理学的ステージを第一優先とし、手術施行無・術前治療後の場合に

治療前ステージを用いて治療前のがんの状態を表す指標として総合ステージを算出した

2020年肝細胞癌ステージ別初回治療

Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期 Ⅳ期 不明 計

肝動脈化学塞栓療法のみ 3 6 3 12

焼却療法（RFA）のみ 6 6

焼却療法（RFA）+肝動脈化学塞栓療法 1 1 2

焼却療法（RFA）+経皮的エタノール注入療法 1 1

腹腔鏡手術のみ 3 3 1 7

開腹手術のみ 1 2 2 5

化学療法のみ 2 2

血管塞栓療法のみ 4 3 1 8

計 14 16 10 2 1 43
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